
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
０
７
４
回 

 南
奥
駈
道
（
持
経
宿
か
ら
前
鬼
）
の
巡
視
・
整
備 

 ◇
実
施
日
：
２
０
２
０
年
４
月
１
８
（
土
）
、
１
９
日 (

日)  

晴 

◇
参
加
者
：
【
巡
視
班
】
児
嶋
道
夫
、
中
前
偉
、
山
川
治
雄
、
野
崎
肇
、
志
岐

敬
、
梶
野
照
雄 

【
車
回
送
な
ど
】
沖
崎
吉
信
、
大
江
加
予
子
、
畑
林
清
子
、
濱
野
兼
吉
、

生
熊
千
万
子
、
竹
中
卓
治
、
高
階
美
根
子
、
湯
川
一
郎 

 
 
 
 
 
 

１
４
名 

  

１
８
日
（
土
）
、
大
淀
町
の
ラ
イ
フ
で
食
料
を
調
達
し
て
前
鬼
口
に
向
か
う
。 

時
間
帯
は
違
う
が
、
先
週
よ
り
も
通
行
量
は
少
な
く
１
２
時
２
０
分
に
前
鬼
口

に
着
い
た
。
野
崎
さ
ん
は
到
着
し
て
い
た
。 

晴
れ
て
は
い
る
が
風
が
強
く
、
外
で
昼
食
を
食
べ
て
い
る
と
少
し
寒
さ
を
感
じ

る
。
２
０
分
ほ
ど
で
沖
崎
車
が
到
着
、
３
台
で
前
鬼
へ
向
か
っ
た
。 

小
仲
坊
で
五
鬼
助
さ
ん
に
挨
拶
し
、
荷
物
を
沖
崎
車
に
積
込
み
ス
ポ
ー
ツ
公
園

に
向
か
う
。
国
道
の
通
行
止
め
迂
回
路
も
殆
ど
待
つ
こ
と
な
く
通
過
し
、
ス
ポ

ー
ツ
公
園
に
着
い
て
数
分
後
、
中
前
、
山
川
車
が
到
着
し
た
。
全
員
沖
崎
車
に

乗
り
込
み
持
経
宿
を
目
指
す
。
途
中
、
落
石
を
除
け
る
た
め
に
２
回
降
車
、
倒

木
を
一
本
切
除
し
た
。
一
時
間
で
持
経
宿
に
到
着
、
小
屋
内
外
を
掃
除
し
て
水

汲
み
を
中
前
さ
ん
に
お
願
い
す
る
。 

沖
崎
さ
ん
は
２
０
分
ほ
ど
滞
在
し
て
帰
新
、
明
日
は
７
名
で
太
古
の
辻
ま
で
迎

え
に
登
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

水
場
の
取
水
口
は
掃
除
し
た
が
、
ホ
ー
ス
は
掃
除
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
の
で
、
水
場
に
向
か
う
。
雨
の
後
な
の
で
水
場
の
水
流
は
か
な
り
多
く
、

沢
の
岩
盤
全
面
に
水
が
流
れ
て
い
た
が
、
ホ
ー
ス
の
先
端
か
ら
の
水
は
少
な
く
、

詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
だ
っ
た
。
ホ
ー
ス
の
継
ぎ
目
を
外
す
と
枯
葉
と
泥

が
一
杯
詰
ま
っ
て
い
た
。
少
し
突
く
と
水
圧
で
勢
い
よ
く
泥
が
飛
び
出
し
、
よ

く
水
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
外
し
た
先
端
部
の
ホ
ー
ス
は
、
一
旦
逆
向
き
に

繋
ぎ
、
水
流
で
中
の
ゴ
ミ
を
流
し
出
し
た
。 

 
 

 
 

 

持
経
宿
に
到
着 

 
 
 

 

水
場
の
ホ
ー
ス
を
掃
除 

 
 
 

ミ
ニ
宴
会
中 

小
屋
に
戻
っ
て
も
ま
だ
５
時
前
、
外
は
明
る
い
が
風
が
強
く
、
屋
外
で
作
業
す

る
状
況
で
は
な
い
。
ス
ト
ー
ブ
の
お
か
げ
で
、
８
℃
だ
っ
た
室
温
が
１
２
℃
迄

上
が
っ
て
き
た
。
児
嶋
さ
ん
の
コ
ー
ヒ
ー
の
あ
と
、
差
し
入
れ
の
刺
身
な
ど
で

ミ
ニ
宴
会
が
始
ま
る
。
午
後
６
時
過
ぎ
、
買
っ
て
き
た
天
丼
を
電
子
レ
ン
ジ
で

温
め
よ
う
と
し
た
が
、
電
子
レ
ン
ジ
が
動
き
始
め
る
と
発
電
機
の
エ
ン
ジ
ン
が

止
ま
っ
て
し
ま
う
。
数
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
が
や
は
り
ス
ト
ッ
プ
す
る
。
以
前

は
止
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
、
発
電
機
が
弱
っ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。 

午
後
７
時
半
、
お
堂
に
あ
っ
た
御
供
も
含
め
て
、
酒
類
は
全
部
空
に
な
っ
た
。 



室
温
は
１
８
℃
、
中
前
さ
ん
は
就
寝
、
児
嶋
さ
ん
は
ス
ト
ー
ブ
の
前
に
寝
床
を

取
り
、
火
の
番
を
、
そ
れ
ぞ
れ
離
れ
て
毛
布
を
敷
き
９
時
に
消
灯
し
た
。 

 

１
９
日
、
午
前
５
時
起
床
、
一
晩
中
吹
き
続
け
て
い
た
強
風
は
相
変
わ
ら
ず
う

な
り
声
を
あ
げ
て
い
る
。
手
早
く
食
事
を
済
ま
せ
て
出
発
準
備
。 

志
岐
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
焼
却
炉
に
溜
ま
っ
た
燃
え
残
り
を
掻
き
出
す
。 

そ
の
後
燃
え
る
ご
み
を
焼
却
処
分
し
た
。 

 
 

 
 

 

出
発
準
備 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

涅
槃
岳
で 

午
前
６
時
に
出
発
、
ち
ょ
う
ど
３
０
分
で
阿
須
迦
利
岳
、
７
時
２
０
分
証
誠
無

漏
岳
、
８
時
に
涅
槃
岳
に
着
い
た
。
こ
こ
ま
で
に
倒
木
な
ど
は
無
く
、
風
が
強

く
て
寒
い
以
外
は
平
和
な
奥
駈
道
だ
っ
た
。 

靡
看
板
の
設
置
を
始
め
る
。
杭
は
深
い
と
こ
ろ
ま
で
打
ち
込
む
こ
と
が
出
来
、

一
安
心
。
ボ
ル
ト
を
取
り
付
け
て
、
杭
の
穴
に
入
れ
る
が
ス
ム
ー
ズ
に
入
ら
な

い
。
杭
の
反
対
側
か
ら
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
入
ら
な
か
っ
た
。
一
旦
杭

を
抜
き
、
１
８
０
度
回
し
て
再
び
打
ち
込
み
、
よ
う
や
く
ボ
ル
ト
を
通
す
こ
と

が
出
来
た
。
気
温
は
プ
ラ
ス
５
℃
位
と
思
わ
れ
る
が
、
５
～
７
ｍ/

秒
の
北
西

の
風
、
時
折
１
０
ｍ
を
越
す
突
風
が
吹
き
続
け
て
体
感
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
に
な

り
、
ナ
ッ
ト
の
取
り
付
け
な
ど
で
手
袋
を
外
し
て
い
る
と
、
指
先
が
し
び
れ
て

き
た
。
こ
の
ト
ラ
ブ
ル
で
看
板
の
設
置
に
２
０
分
近
く
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 
 

 

乾
光
門
南
の
山
抜
け 

 
 
 

乾
光
門
で 

 
 

 
 
 

 

ス
プ
レ
ー
で
マ
ー
ク 

乾
光
門
南
の
山
抜
け
し
て
い
る
所
は
以
前
と
変
わ
ら
な
い
状
態
に
見
え
た
。 

乾
光
門
の
靡
看
板
は
１
５
分
で
設
置
完
了
、
全
員
の
写
真
を
撮
っ
て
北
上
を
続

け
た
。 

乾
光
門
を
過
ぎ
て
か
ら
風
が
少
し
収
ま
っ
て
、
日
差
し
も
あ
る
の
で
暖
か
く
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
ま
で
は
倒
木
無
し
。
児
嶋
さ
ん
は
ス
プ
レ
ー
で
の

マ
ー
ク
付
け
や
案
内
標
識
を
取
り
付
け
る
。 

滝
川
辻
へ
下
る
途
中
か
ら
倒
木
が
出
始
め
た
。
滝
川
辻
ま
で
に
２
本
を
切
除
、

い
ず
れ
も
直
径
１
０
㎝
ほ
ど
の
木
で
、
処
理
に
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。 

吉
野
か
ら
入
山
し
て
５
日
目
と
言
う
若
者
に
出
会
う
。
明
日
中
に
本
宮
に
着
き

た
い
の
だ
が
、
食
料
が
残
り
少
な
い
の
で
心
配
だ
と
い
う
。
小
屋
に
非
常
食
が



あ
る
の
で
利
用
す
る
よ
う
に
案
内
し
て
別
れ
た
。 

滝
川
辻
か
ら
般
若
岳
の
間
で
も
倒
木
が
あ
り
切
除
。
前
半
に
倒
木
は
無
か
っ
た

が
、
後
半
に
倒
木
が
連
続
し
て
い
た
。 

 
 

 

新
設
の
案
内
標
識 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

倒
木
処
理
が
続
く 

 
 

 

倒
木
処
理 

 
 

 
 
 

 

笠
捨
山
を
望
む 

 
 
 
 

 
 

 

倒
木
処
理 

以
前
よ
り
残
さ
れ
て
い
た
古
い
も
の
が
中
心
だ
が
、
一
年
に
一
度
し
か
通
過
し

な
い
の
で
処
理
を
続
け
た
。 

地
蔵
岳
南
側
の
捲
き
道
に
標
識
を
立
て
る
予
定
だ
っ
た
が
、
う
っ
か
り
通
り
過

ぎ
て
し
ま
い
、
戻
る
時
間
が
惜
し
い
の
で
、
地
蔵
岳
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
に
立
て

た
。
地
蔵
岳
に
着
い
て
昼
食
に
す
る
。
無
線
機
で
沖
崎
さ
ん
を
呼
び
出
す
と
、

湯
川
君
が
応
答
し
た
。
太
古
の
辻
手
前
だ
そ
う
だ
。
昼
食
を
終
え
、
嫁
越
峠
ま

で
降
り
る
と
風
も
す
っ
か
り
止
み
、
暑
く
て
汗
を
か
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。 

 
 

 

地
蔵
岳
北
側 

 
 
 
 

 
 

 

嫁
越
峠
北
側 

 
 
 

 

石
楠
花
岳
北
側 

一
昨
年
、
深
仙
宿
で
遭
遇
し
た
グ
レ
ー
ト
ト
ラ
バ
ー
ス
の
田
中
陽
希
さ
ん
が

「
修
験
の
道
を
堪
能
し
ま
し
た
」
と
言
わ
れ
た
登
り
下
り
の
連
続
は
、
奥
守
岳
、

天
狗
山
と
続
く
が
、
強
風
の
お
か
げ
で
見
通
し
は
良
く
、
行
仙
岳
か
ら
孔
雀
岳

ま
で
の
稜
線
や
熊
野
灘
ま
で
も
が
よ
く
見
え
て
い
た
。
地
蔵
岳
、
太
古
の
辻
間

で
も
倒
木
処
理
が
あ
り
、
持
経
宿
か
ら
の
倒
木
処
理
数
は
１
０
本
と
な
っ
た
。

靡
看
板
の
設
置
に
３
５
分
、
倒
木
処
理
に
４
０
分
ほ
ど
か
か
っ
て
い
る
の
で
、

一
時
間
以
上
余
分
に
か
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。 



石
楠
花
岳
付
近
で
出
迎
え
に
来
た
メ
ン
バ
ー
と
出
会
い
、
一
緒
に
太
古
の
辻
に

降
り
た
。
太
古
の
辻
で
休
憩
、
二
ツ
石
に
は
靡
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
残

っ
て
い
た
メ
ン
バ
ー
で
写
真
を
撮
り
前
鬼
へ
下
っ
た
。
日
陰
に
１
６
日
頃
に
降

っ
た
と
思
わ
れ
る
雪
が
残
っ
て
い
た
が
、
ご
く
少
量
で
、
何
年
か
前
の
階
段
が

雪
に
埋
も
れ
て
い
る
よ
う
な
状
況
は
無
か
っ
た
。
途
中
で
山
川
さ
ん
が
２
本
、

私
も
２
本
の
倒
木
を
切
除
し
た
。
二
つ
岩
上
方
の
崩
落
個
所
は
、
雨
で
岩
盤
全

体
が
濡
れ
て
い
て
通
過
に
慎
重
を
要
し
た
。
高
捲
き
す
る
と
な
る
と
２
０
ｍ
ほ

ど
登
る
必
要
が
あ
り
、
足
場
を
削
る
な
ど
の
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。 

 
 

 

蘇
獏
岳
付
近
、
最
後
の
倒
木 
 
 

太
古
の
辻
で 

 
 

 

二
ツ
石
の
靡
看
板 

今
日
の
巡
視
区
間
で
新
し
い
倒
木
は
少
な
く
、
残
さ
れ
て
い
た
古
い
倒
木
の
処

理
が
メ
イ
ン
に
な
っ
た
。
こ
の
区
間
は
度
々
訪
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
で
き

る
だ
け
奇
麗
に
し
て
お
こ
う
と
い
う
思
い
が
有
っ
た
の
で
、
切
れ
る
物
は
全
て

切
除
し
た
。
歩
行
距
離
は
１
４
㎞
ほ
ど
だ
っ
た
。 

（
記
；
梶
野
、
写
真
；
梶
野
、
志
岐) 

 

 
 

 
 

 

太
古
の
辻
、
前
鬼
間
で 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

小
仲
坊
に
到
着 

行
動
タ
イ
ム 

持
経
宿06

：02

→06

：30

阿
須
迦
利
岳
→07

：20

証
誠
無
漏
岳
→08

：00

涅
槃
岳08

：20

→08

：35

乾
光
門08

：51

→09

：41

滝
川
辻
→10

：04

般
若
岳

10

：54

地
蔵
岳11

：30

→11

：53

嫁
越
峠
→12

：30

奥
守
岳
→12

：55

天
狗
山

→14

：05

仙
人
舞
台
石
→14

：15

太
古
の
辻1

4

：2
2

→1
5

：0
5

二
つ
岩
→1

6

：

15

前
鬼
・
小
仲
坊 


